
(1)第635号（1991年3月22日第三種郵便物認可）    れんごう中越地協    毎月3回(1日･11日･21日発行)2009年3月11日   

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
川
柳
（
重
役
と 

話
が
あ
っ
て 

く
た
び
れ
る
）
（
父
帰
る 

一
番
喜
ぶ 

犬
の
ポ
チ
） 

（
出
世
す
る 

名
前
を
並
み
の 

親
が
つ
け
）
（
陰
口
を 

叩
く
や
つ
ほ
ど 

ゴ
マ
を
す
り
） 

情
報
と
意
見
交
換
が
図
ら

れ
た
。 

 

非
正
規
労
働
者
対
策
は

３
月
２
２
日
～
２
３
日
に

連
合
新
潟
段
階
で
全
国
統

一
行
動
の
一
環
と
し
て
相

談
ダ
イ
ヤ
ル
が
実
施
さ
れ

る
予
定
。
対
応
方
の
マ
ニ 

ュ
ア
ル
も
整
備
さ
れ
、
よ

り
き
め
細
か
な
対
応
に
進

化
す
る
予
定
。
会
議
後
、

に
い
が
た
ユ
ニ
オ
ン
定
期

大
会
に
合
流
し
た
。 
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総
決
起
集
会
は
矢
島
議

長
よ
り
主
催
者
挨
拶
が
述

べ
ら
れ
、
早
速
、
佐
久
間

副
会
長
よ
り
基
調
講
演
が

行
わ
れ
た
。
高
度
経
済
成

長
期
で
も
、
働
く
者
に
は

そ
の
実
感
が
得
ら
れ
な
か 

っ
た
要
因
や
依
然
と
し
て

長
時
間
労
働
か
ら
逃
れ
ら

れ
な
い
実
態
に
つ
い
て
核

心
を
つ
い
た
提
起
が
な
さ

れ
た
。
雇
用
の
確
保
が
重

要
で
あ
る
が
ゆ
え
に
賃
金

が
引
き
上
げ
ら
れ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
理
由
が
解
り 

規
と
言
わ
れ
る
た
び
に
正

規
で
非
ず
と
言
わ
れ
て
い

る
よ
う
で
つ
ら
い
。
」
と

考
え
さ
せ
ら
れ
る
場
面
も

あ
っ
た
。
元
気
に
団
結
ガ

ン
バ
ロ
ウ
が
三
唱
さ
れ
、

交
流
会
に
移
っ
た
。 

 

３
月
７
日(

土)

午
後
１

時
か
ら
連
合
新
潟
が
主
催

し
て
第
２
回
地
協
代
表
者

会
議
が
総
合
生
協
中
央
支

所
会
議
室
で
開
催
さ
れ

た
。 

 

０
９
春
季
生
活
闘
争
関

連
を
中
心
に
し
な
が
ら
、

派
遣
切
り
対
策
、
自
治
体

要
請
行
動
、
男
女
平
等
・

参
画
づ
く
り
、
政
府
の
雇

用
対
策
に
関
わ
る
案
件
な

ど
幅
広
く
提
起
と
意
見
交

換
が
行
わ
れ
た
。
ま
た
、

自
治
体
の
公
契
約
に
関
わ

る
取
り
組
み
に
つ
い
て
も 

行
わ
れ
た
。 

こ
か
ら
の
自
立
に
課
題
が

残
っ
た
。
中
小
の
仲
間
の

駆
け
込
み
に
は
全
力
投
球

し
た
。
」
と
挨
拶
。
応
援

団
代
表
の
連
合
新
潟
江
花

会
長
は
「
中
小
対
策
は
働

く
者
全
体
の
仕
事
。
連
合

新
潟
が
汗
か
く
こ
と
は
当

然
の
こ
と
。
お
ん
ぶ
に

だ
っ
こ
で
い
い
。
共
に
協

力
し
て
い
こ
う
。
」
と
激

励
。 

 

外
国
人
分
会
の
発
足

や
、
連
合
の
各
地
協
を
軸

と
し
た
「
支
部
組
織
」
を

強
化
し
て
、
全
県
に
き
め

細
か
な
サ
ポ
ー
ト
体
制
を

確
立
し
て
い
く
こ
と
が
提

起
・
確
認
さ
れ
た
。
非
正

規
組
合
員
か
ら
は
「
非
正

 

 

３
月
６
日(

金)

春
闘
総

決
起
集
会
後
、
第
１
６
回

連
合
中
越
幹
事
会
が
開
催

さ
れ
た
。 

 

本
年
度
は
メ
ー
デ
ー
が

８
０
回
と
い
う
節
目
で
あ

る
こ
と
や
厚
生
会
館
解
体

に
よ
る
会
場
の
変
更
な
ど

に
よ
っ
て
、
一
味
違
っ
た

企
画
が
担
当
者
会
議
で
進

め
ら
れ
て
お
り
、
骨
格
に

つ
い
て
の
提
起
と
確
認
が 

 
３
月
７
日(

土)

午
後
、

連
合
新
潟
が
直
接
運
営
し

て
い
る
個
人
加
盟
労
組
の

に
い
が
た
ユ
ニ
オ
ン
の
定

期
総
会
が
新
潟
市
内
で
開

催
さ
れ
た
。 

 

今
井
執
行
委
員
長
が
主

催
者
を
代
表
し
て
、
「
連

合
新
潟
に
お
ん
ぶ
に
だ
っ 
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●
先
週
末
、
に
い
が
た
ユ

ニ
オ
ン
定
期
大
会
に
出
席

し
た
。
執
行
委
員
長
挨
拶

に
続
き
、
連
合
新
潟
江
花

会
長
が
応
援
団
長
と
し
て

挨
拶
。
そ
し
て
登
壇
し
た

県
職
労
臨
時
雇
用
労
組
の

代
表
が
挨
拶
。
「
会
議
の

度
に
、
非
正
規
労
働
者
、

非
正
規
労
働
者
と
言
わ
れ 

正
規
に
非
ず
と
い
う
響
き

は
、
同
じ
労
働
者
と
し
て

何
と
も
辛
い
。
も
っ
と
言

い
方
が
あ
る
の
で
は
？
」

と
提
起
さ
れ
た
。 

●
も
っ
と
も
な
発
言
だ
と

感
じ
た
。
臨
時
、
パ
ー
ト

派
遣
、
請
負
、
契
約
・
・

様
々
な
雇
用
形
態
の
労
働

者
が
生
み
出
さ
れ
、
使
用

者
の
使
い
勝
手
の
い
い
仕

組
み
だ
け
が
作
り
だ
さ
れ

た
。
経
営
側
の
勝
手
な
言

い
分
で
「
多
様
な
働
き
方

が
あ
っ
て
も
い
い
。
そ
れ

を
希
望
し
て
い
る
人
も
多

い
。
」
と
詭
弁
。 

●
臨
時
等
を
希
望
し
て
い

る
人
は
ゼ
ロ
と
は
言
わ
な

い
が
、
殆
ど
の
労
働
者
は

「
希
望
し
て
い
な
い
が
、

そ
れ
し
か
採
用
さ
れ
る
道

が
な
か
っ
た
。
」
の
だ
。 

●
全
労
働
者
の
３
分
の
１

を
占
め
る
労
働
者
を
さ
し

て
「
非
正
規
」
と
の
呼
称

は
止
め
る
べ
き
。
そ
し
て

「
希
望
し
な
い
の
に
非
正

規
」
に
押
し
込
め
ら
れ
て

い
る
理
不
尽
な
雇
用
形
態

の
改
革
に
つ
い
て
、
労
働

組
合
が
先
頭
に
立
っ
て
動

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

見
な
く
っ
ち
ゃ 

聞
か
な
く
っ
ち
ゃ 

言
わ
な
く
っ
ち
ゃ 

易
く
話
さ
れ
た
。 

 

講
演
に
続
き
、
官
民
各

単
組
代
表
か
ら
闘
争
の
経

過
報
告
や
決
意
表
明
が
行

わ
れ
た
。
自
治
労
・
県
職

労
長
岡
支
部
の
長
谷
川
氏

Ｊ
Ａ
Ｍ
新
潟
・
中
越
地
協

の
石
井
氏
、
日
教
組
・
高

教
組
長
岡
支
部
の
市
川
氏

電
力
総
連
・
東
北
電
労
長

岡
支
部
の
伴
内
氏
、
運
輸

労
連
・
全
日
通
中
越
地
協

の
羽
吹
氏
、
ヘ
ル
ス
ケ
ア

労
協
・
日
赤
労
組
長
岡
支

部
の
永
見
氏
の
６
氏
が
順

次
登
壇
し
て
発
言
が
な
さ

れ
た
。
ど
の
職
場
も
厳
し

い
中
に
あ
っ
て
も
、
少
し

で
も
組
合
員
の
声
を
労
使

交
渉
に
反
映
さ
せ
る
た
め

の
努
力
や
奮
闘
が
伝
わ
る

熱
心
な
挨
拶
と
な
っ
た
。 

 

集
会
ア
ピ
ー
ル
は
Ｓ
Ｊ

ネ
ッ
ト
副
委
員
長
の
小
谷

野
氏
が
力
強
く
読
み
上
げ

て
提
案
さ
れ
た
。
全
体
の

拍
手
で
ア
ピ
ー
ル
は
採
択

さ
れ
た
。 

 

集
会
の
最
後
は
、
矢
島

議
長
の
発
声
で
団
結
ガ
ン

バ
ロ
ウ
が
三
唱
さ
れ
た
。

本
年
は
会
場
が
勤
労
会
館

に
な
っ
た
事
で
規
模
が
小

さ
く
な
っ
た
分
、
内
容
あ

る
決
起
集
会
と
な
っ
た
。 

０９春季生活闘争勝利！ 

長岡地区総決起集会を開催 
 連合新潟佐久間副会長が基調講演で檄 

     代表６単組が力強く決意表明 
 

３
月
６
日(

金)

午
後
６
時
よ
り
長
岡
市
勤
労
会
館

に
て
春
闘
勝
利
長
岡
地
区
総
決
起
集
会
が
開
催
さ
れ

た
。
連
合
新
潟
の
佐
久
間
副
会
長
よ
り
基
調
講
演
が

行
わ
れ
た
。 

 ３月６日(金)午後から、連合総研から研究員２

名が来岡して、新(モデル)地協の一つである連合

中越事務局を訪問され、約２時間のヒアリングを

実施。 

 事前に資料提供してある過去の連合中越の議案

書や機関紙、そしてホームページなどで活動の輪

郭を把握した上での実施で、いきなり課題や問題

点などのポイントを突いた質問の連続。 

 連合中越と傘下産別・組合との日常的な組織的

運動的関わり方、連合の外の団体や個人とのネッ

トワーク形成の経過や協働の在り方などに多くの

時間をとって意見交換が図られた。 

 全国の他の地協の様子なども伺いながら感じた

ことは、「地域に顔の見える連合運動の構築」に

相当の力量をかけて研究し、全国展開に活かそう

としている意気込み。様々な事例を検証して、全

国300の新地協が、地域性を発揮して、300通り

のパターンで「地域に関わる」運動が形成され、

その活動の検証がなされて進化していくことを期

待したい。  

に
い
が
た
ユ
ニ
オ
ン 

第
１
５
回
定
期
大
会
で
支
部
体
制
強
化
確
認 

連
合
中
越
か
ら
支
部
派
遣
も
含
め
６
名
参
加 

連
合
新
潟
第
２
回 

地
協
代
表
者
会
議
開
催 

第
１
６
回
連
合
中
越
幹
事
会 

メ
ー
デ
ー
等
諸
課
題
検
討 

０９賃金･経済セミナーのご案内 
日時 ３月２７日(金)18：30～ 
会場 長岡商工会議所２階大ホール 
講演 新潟県経済の現況と動向 
   講師 ㈱ホクギン経済研究所 
      代表取締役専務矢島善信氏 
※詳細は地協発第102号参照。 

連合総研が新(モデル)地協の事務局ヒアリング 



(2)第635号（第三種郵便物認可）          れんごう中越地協    毎月3回(1日.11日.21日発行）2009年3月11日 

 

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
川
柳 

（
神
妙
に 

茶
髪
の
訓
示 

聞
く
ピ
ア
ス
）
（
黒
髪
が 

茶
髪
の
中
で 

萎
縮
す
る
）
（
知
ら
ん
顔 

そ
う
か
私
は 

化
粧
前
）
（
俺
一
人 
風
邪
を
引
か
な
い 

劣
等
感
） 
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連合十日町支部だより 連合南魚沼支部だより 

自治体要請書を十日町市・津南町へ提出 

連合十日町支部では、２月５日（木）に田口十日町

市長並びに小林津南町長あてに、自治体要請書を提出

いたしました。 
内容は市（町）政全般におよぶもの、社会保障・福

祉の拡充に向けたもの、医療の拡充対策、教育条件整

備、交通安全体制の確立と地域交通の改善対策、男女

共生社会の実現に向けたもの、食料・農林業・環境対

策、その他で、幅広い分野の要望・要請となっていま

す。 
 ２月26日に、田口十日町市長より回答がありまし

た。これを基に３月25日に「市長と語る会」を開催

する予定です。 

 皆さん南魚沼支部支部長の目崎です。 

 今回は，３月４日に開催した春季生活闘争決起集会について

報告いたします。 

 当日，南魚沼市坂戸地内のサンライズ南魚沼で開催し，仕事

帰りのお疲れのところ，120名の方の出席をいただきました。 

また，来賓として若月県議会議員，牛木市議会議員，労金六

日町支店支店長，連合新潟からは，斎藤事務局長が参加してい

ただきました。改めて感謝申し上げます。 

集会では，経済状況がますます厳しくなる現状を踏まえて，集

まった方々を中心に一致団結して春闘をともに乗り切ることを

確認して閉会いたしました。 

 まだまだ結果はでませんが，よりよい会社側からの回答を得

るため皆さん頑張りましょう。 




